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観察を通して、課題を見つけ協働探究する子どもたち

一1粒 の種子の変化に着 目し、他 の種子と比較しながら考えを深 めていく一

栃川 正樹

1.は じめ に

平成29年4月 。福井大学教育学部附属義務教育

学校が産声を上げた。義務教育学校 としての研究の

使命の1つ として、9ヵ 年を見通 した協働探究カ リ

キュラムづ くりがある。週1回 、金曜 日の2校 時の

理科部会(木 下、加藤、澤本、川崎)や 教育実践研

究会な どで話 し合いを重ね、理科 としての探究カ リ

キュラムを作成 していった。実践 との往還の中で、

今後 さらに更新 されてい くことを断 りながら、その

カ リキュラムの一端 を紹介 したい。

カ リキュラムの特徴の1つ として、7月 までに3

～9年 生のそれぞれの学年が生命分野の単元 を配

置 し、生命分野をそろえることで、異学年 とのつな

が りを見いだし、自分たちの学んでいる学習内容を

系統的な視点で見る場 を設定 した。

具体的には、前期課程の児童 と後期課程の生徒が

自分たちの学習 したことを「理科子 どもラウン ドテ

ーブル」で対話できる機会をもつことにした。同じ

生命分野を学習 したコミュニティ同士が意見交換

をすることで、新 しい知識を得 られ ることを期待 し

ている。また、自分たちが学んだ内容の延長線上に

ある学習を知ることで、知的好奇心が高まると思わ

れる。この好奇心の高ま りや単元での学びから生ま

れた生命への疑問や問いが、夏季休業中の理科 自由

研究などを活用 し、主体的な学びにつながると考え

ている。

また、各学年のはじめに生命分野の単元を学習す

ることの意義 として、子 どもたちにとって、生活の

中で、事象が最 も見えやすい形で存在 していること

が挙げ られる。植物 を扱った学習 もその一つであ り、

観察を通 して、その形や様子の変化をつかみやすい。

子 どもたちにとって、視覚に捉えやすい学習から取

り組むことで、様々な見方や考え方 を培い、他分野

(地球分野、粒子分野、エネルギー分野)の 探究学

習の基盤 としていきたい。

さて、ここでは、平成30年5～6月 に行われた

5年 生の 「1粒の種子はどのように変化するか」に

ついてカ リキュラムの実践例 として紹介する。

H.学 びのストーリー

1)どうなったら発芽なの?

発芽についての事前アンケー トで、一番興味があ

ることが、「発芽す る瞬間を見てみたい」とい うこと

であった。この課題 を解決す るためには、そもそも

「発芽 とは、 どのよ うな状態なった時を指すのか」

とい うことを議論 しなければな らなかった。

C1芽 が出たら発芽だと思います

C2種 から初めて出た芽が発芽だと思う

どち らの意見 も今一歩賛同が得 られない様子で、

言 っている内容 を見ても、発表者 自身が戸惑いな

ら、発表 しているように感 じた。その発表を聞いて、

C5は 普段見ることが少ない教科書で確認す ること

を提案する。私は、少 し躊躇 しなが らも、開け始め

た子 どもたちを静止す ることもできずにいた とこ

ろ、早速、素早 く発芽の定義 らしきことを教科書か

ら見つけ出 した子 どもがいた。 「発芽は、植物のた

ねが芽を出すこと」とい う声があがった。子 どもた

ちは、教科書に期待 していただけに、少 し残念な様

子であった。今度は、「芽を出す」ってどうい う状態

なのかがはっきりしないからである。 「芽 を出す」
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とい う概念 自体がどうい うことなのかを知 りたい

のである。そこで、私はグループごとに 「発芽 した

瞬間」をホワイ トボー ドに描 くことを提案 した。以

下がその様子である。

ホワイ トボー ドの様子か ら、8班 中3班 が、種子

か ら何かが出てきているような様子を描いている。

残 り5班 が種子か ら茎や子葉が出ている様子 と捉

えている。一見、このホワイ トボー ドを見ていると、

1つ の意見に集約 されているようにも見えるが、話

し合いの様子を見取ると、合意形成がなされないま

ま、発言力の影響が大きい児童の意見に押 されて、

描かれている班 も見受けれた。そのため、もう一度、

全体で どちらが発芽なのかを決定 したい と提案 し

た。

の発表の様子か ら、合意形成がなされないままであ

ったことが見取れた。もう一度、みんなで考えてみ

ようとい う問いかけが、埋もれていた意見を拾い上

げることができるきっかけをつ くりだす ことがで

きた。その意見を含 め、3つ の意見の うち、どれが

発芽なのかを考え直 したが結論 には至 らなかった。

3)ま ずは、インゲン豆 の発芽 を観察 してみよう

発 芽す る とは、どんな ことなのかの共通理 解が と

れ ないまま、と りあえず、イ ンゲ ン豆 の種子 を発芽

させ てみ るこ とに した。そ の時に、土を入れ て発芽

させ てみ るか どうか、議論 した。

C4土 は入れない方が観察しやすいのでいいと思います。

代わりに脱脂綿を使います。

C5土 は入れた方が、栄養があって早く成長するからいいと

思います。

C6脱 脂綿の土なしの方も、条件さえあえば、発芽するし、早

く成長するかどうかは関係ないと思います。

C7C3さ んがいった発芽を見るには、土を入れなければ、分

からないと思います。

発 芽 とは直接 関係 のないC5の 意 見を、C6が カ

バ ー してい るこ とが分 か る。問題 は、早 く成長 す る

か ど うかで はな く発芽 を観 察す るた めで ある。発 芽

の定義 もな され ないまま、観察 したため、話 し合 い

が混沌 と して しまった。C7は 、C3の 言 った3つ 目

の発 芽 の考 えを生 かす た めに土入 りを進 めた こと

が、発 言か ら見取れ る。

T結 局、どちらでやるんですか。

C5土 あ りも土な しどっちもやってみたいなあ。

どっちが早 く発芽 したかも見てみたいし。

C4が 言 った土な しは、種子 に変化 があった時 に、

観 察が しやすい し、C3の 言 った発芽 を見るには土

が必 要で ある。また、2つ を見比べ てみ たい とい う

意 見に も共感 した ため、班 によって選択 させ る こと

に した。

4)インゲン豆の種子から何かが見える

2)み んなで話し合う発芽とは?

前時の学習を受け、「発芽は種子から何かが出て

きているよ うな様子」「種子か ら茎や子葉が出てい

る様子か」なのかとい う2つ か ら選択す る方法で話

を始めた。そのとき、C3か らそのClとC2の2つ

の考え以外の意見があると話 し始めた。 「土か ら種

子が出てくるときに発芽」だ と思 うと発表 した。そ 5.月17日(金)の 土な し
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5.月15日 に開始 した発 芽実 験 の2日 後 の5.月

17日 の朝 の職員 室での会話で ある。

C4(職 員室の入り口で)「失礼します。」

「先生、インゲン豆から白いものが出てきました。」

C5「 発芽かも知れません。先生、教室に来てください。」

そ の場 で 、発 芽 で ある こ との明言 は しなかっ た

が、他 の子 どもた ちに種子 に変化 があった ことを告

げた。も う何 人かの子 どもたちはその変化 を知 って

いた。この時、改めて理科 の観察 は授 業だ けでな く、

普段の学校生活 の中で も培われ るこ とを感 じた。

5)発 芽の定義を教えよう

インゲン豆の種子か ら芽が出てきたのは、17日

(金)で あった。植物は、休み時間にがんばって観

察 しても、成長を待ってくれ ることはない。休みの

土曜 日と日曜 日には、さらに伸びが見 られた。18

日(土)の 発芽の様子は、土あ りでちょうど、C3

が言った発芽の様子 と似た状態にあった。翌19日

(日)に は、かなり成長が見られ、発芽 とは、言え

ない状況にまで成長 した。 「発芽 とはどうい う状況

なのか」を子 どもたちに考えさせていたことに無理

があったことを、私 自身が植物を観察 している中で

感 じ取った。科学的な根拠 もなく、発芽の定義 を子

どもたちに言わせ ることなど、無理だとい うことを

今さらながら分かった。ただ、ここまで、結論 を出

さずに引っ張ってきた ことで、3つ 目として、C3

の新 しい発芽の仕方 を導き出すことができた り、子

どもたちが種子に変化が出ないか としっかり観察

できた りすることには意味があった。しかし、今の

課題 は「発芽 とはどのような状態なった時を指すの

か」をどうい うシチュエーションで伝 えるとよいの

か とい うことであった。

20日(月)の 授業では、C6が 言った発芽の条

件 について考える段階の授業にしたかった。その時

にまだ 「発芽とは」とい う問いをつきつめている場

合ではない。大学の生物の専門の先生 に電話 を入

れ、発芽の定義を聞くことにした。先生によると、

「種子の皮から少 しでも根が出た ら発芽 と捉える」

とのことであった。とても分か りやすい説明であっ

た。先生は、理科 ワークに「種子の発芽 とは幼根が

その種子 と同 じ大 きさまでに達 した状態のことを

さす。つま り、子葉が地上に顔をのぞかせたときに

発芽 したとみることになる。学習の中では、児童の

考えにしたがい、どの時点で発芽 したとい うかをあ

らか じめ決めてお くとよい。」と書いてあることも

ご存知であった。私は、この記述にかな り、惑わさ

れていたことに気づかされた。また、 「子 どもたち

の発意か ら探究 させなければな らない、子 どもたち

に発芽のタイ ミングを決めさせなければいけない」

とい う固定観念 に しば られていたことに大きく反

省 した。

6)種 子が発芽する条件を考える

先生か らお聞きした発芽の定義 「種子の皮から少

しでも根が出たら発芽 と捉 える」ことを子 どもたち

に伝 えた。これで、子 どもたちにとって、共有の発

芽のタイ ミングが獲得 された。

食べ られる野菜を育て、発芽の様子を見てみたい

とい う発意があった。うまく発芽 させ るには、どう

したらよいのか。C6が 「脱脂綿の土なしの方も、条件さ

えあえば、発芽する」とい う考えから、水や土以外に

も植物(野 菜)が 発芽する条件を考えてみようと投

げかけた。ホワイ トボー ドを活用 し、グループでの

話 し合いを行った。

7班 か らは、「水 ・空気 ・土 ・温度 ・日光」の5つ

の条件が挙がった。

7班 の考えた発芽する条件

同 じよ うに、2班 か らは 「水 ・空気 ・土 ・温度 ・

日光」の5つ が挙 げ られたが、そ こにあ り ・な しと

い う表記が あった。 いったい、 「あ り ・な しとは ど

うい うこ とを指す のか議 論す るこ とになった。一 一

1
2班 の考 えた発 芽 す る条件

T2班 か らは 温 度 あり・な しとい う条 件 を比 べ るよう

に 書 い て あるけ ど、温 度 あ り・な しって どうい う風

にやれ ば、実 験 ができるか な。
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C1温 度 が低いのは、うちわ で仰 げばいいんじゃ。

C2体 感 温度 だけで低 くならないよ。

Tそ れって、疲 れるな あ

C3扇 風 機でやる。

C4日 かげにしておけば良 いん じゃないかな。

(口 々に)そ れいいよ。それ でいいと思 います。

日なたと日かげでは、温度以外に光といった明る

さの条件も同時に変わって くるため、条件制御が う

ま くいかない。しか し、ここでは、そこを教師が指

摘せず、次の条件の話に移 した。

T空 気 あり・なしはどうしたらよいでしょうか。

C5空 気ありは、そのままにしておく。

空気 なしは、水 の中に沈 める。

Tな ぜ、水 の中に入 れると、空 気 なしにな るんですか 。

C6水 の 中 に は 少 しは 空 気 は あ るけ ど、水 の 方 が 空

気 は少 ないと思 うから。

T水 の 中にも、空 気が あるといってくれ ましたね 。

正 確 に言 えば、酸 素 があります。

だったら、発 芽 す るのでは?

C7人 間 も水 の中 では 息 がしづ らいですよね 。植 物 も息 が

できないから、発 芽 しないと思 う。水 の方 が 空 気 が少

ないし。

C8空 気 を 吸 い 込 む 量 が 水 の 中 で は 、吸 い 込 む 量

が少 ないないから発 芽 しないのではないかも。

C9植 物は酸 素 じゃなくて二 酸化 炭 素 を吸 うから水 の 中に

酸 素 があっても、関係 ないのではないだろうか。

T空 気 の 中に二 酸 化 炭 素 があります よね 。水 にも空 気 が

入 っているなら、水 の 中に毛二 酸 化 炭 素 あるのではな

いでしょうか。発 芽 してしまうのではないだろうか 。

C57班 の僕 たちの班 は、インゲン豆 の発 芽 実 験 の時 に、

水 をたくさんや りす ぎて発 芽 しなか った。だから、空 気

なしの時 の実 験 に水 をたっぷ りやることで、大 丈 夫だと

思 うという。ただ、後 に発 芽 はしたけど。

C8発 芽 したのは、水 が蒸 発 して、水 が減 っちゃって発 芽 し

ただけで、水 がたっぷ り入 った時には発 芽 しなかったか

ら大 丈夫 だと思う。

い方法を取ることにした。

7)条 件を整え、比較実験の準備をする

2・7班 か らは「水 ・空気 ・土 ・温度 ・日光」の5

つの条件が挙げられていた。他 の8班 からは「肥料

のある ・なし」以外に「雨水のあり ・なし」や5班 か

らは食塩水、砂糖水などの水溶液を水以外に与えた

らどうなるかについても書かれていたため、それを

取 り上げて話 し合いをす ることにした。

8班 の考えた発芽する条件(肥 料 ・雨水が付加)

かな り、教師としては空気なしの実験 を行 うにあ

た り水をたっぷ り入れるとい う意見に対 して、揺 さ

ぶ りをかけたが、これまでの実験の結果などか ら根

拠 をもって話 し合いができたので、空気な しの実験

には水 をたくさん入れて種子に空気を触れ させ な

5班 の考えた発芽する条件(水 の種類が付加)

肥料あり・肥料なしについて

T肥 料ありと月巴料なしの発芽の条件で比べてみたいとい

うグループがありますが、どのように実験しますか。

C6土 を入れるのとバーミュキライト(肥料がはいっていな

い土)を使ってやる。

C3脱 脂綿に水だけを入れたものと肥料が入った水を入

れたもので比較するといいと思います。

肥料 あ りと肥料 な しの比較実験だ けで も、2通 り

の方 法 を考 える ことできた。どち らの方法 を選択す

るかは、各班 に任 せ るこ とに した。その他 の条件 に

つ いて も、一つ一つ最 終確認 してい った。

土あり・土なしについて

C5今 、変 える条 件 は土 のあり・なしを調 べ ているのだか

ら、脱 脂 綿 は いらな いと思 う。本 来 、土 の中 に脱 脂

綿 は入 れ ないか ら。

C2イ ンゲ ンマメの時 に、脱 脂 綿 と土 と比 較 してや ったか

ら、もうやらなくても分か っている。
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C3条 件 を 一 緒 に す るため に、土 の 下 に脱 脂 綿 を入

れ なけれ ばならないと思 う。

C6土 は 水 を保 つ か ら、脱 脂 綿 を 入 れ た 方 が よい と

思う。

C8ど ちらも水 を保 つはたらきがあるから土 ありの方 に

も、脱 脂 綿は入 れ た方がよいと思 う。

土あり・土なしについては、簡単に話が進むか と

思ったが、土な しに脱脂綿を下にひくことことと同

様 に、土あ りにも脱脂綿 を下にひいて比べなけれ

ば、条件が変わって しま うのではないかとい うこと

が、話題の中心 として上がった。

水 あ り ・水 な しについて

C7置 くところを同じにしないと条 件 統 一できないよね 。

C2そ れ は、基 本 的に他の実 験 でも同 じことが 言えるよ。

温度あり ・温度なしについて

温度あり・温度な しについては、以前、日なた と

日かげで比べた らどうかとい うことで話 し合いが

止まっていた。ただ、日なた と日かげでは、温度以

外に光の明るさの条件 も同時に変わってくるため、

条件制御が うまくいかない。あえて、口出 しをしな

かったが、実験を行 う直前にそのことをついて、子

どもたちから再構築して、実験の不備を指摘す る声

が挙がった。

もう一 度、考 えるのだけど、温 度 あり・温度 なしっ

て、どういうことになるの?

温 度あり・なしっていうか 、温 度 が高 いか低 いかとい

うことなんじゃないの?

だったら、温 度 が高 い、低 いじゃなくて、常温 と低 い

でもいいのかな。

具 体 的にどんな実 験 をす れ ば、いいのかを考 えてい

ったらどうです か

常 温 は 普 通 にお い て 置 くことで 、温 度 が 低 い

の は、おお いを被 せ て おくとよい のでは ないだ ろう

か。

それ はだめなん じゃな いの?お おいを被 せ ておくと

日光を当てると当てないものという風 に2つ の条 件 が

変わ ってしまうから無 理なんじゃないか と思 う。

とい うこ とは、ほぼ 同 じことを言 ってい る。お おい

をす る とおおい を しないの比較 は、C6の 発言 の 中

で2つ の条件が変 わって きて しまい、ふ さわ しくな

い と語 られた。

T

C3

C6

C3

C1

C6

T

C7

C6

日なたと日かげ、おおいをするとおおいを しない

T

C5

C2

C2

C6

T

C3

さらに、C6の 言 った こ とを他 の子 どもたちが話

す ことで、感 嘆の声 もあが り、理解 が深 まった よ う

に感 じた。また、温度 あ り、温度 な しについて、違

う方 法 を考 える子 どもがいた。

C8温 度ありと温度なしを比較する実験に、おおいをしな

い方法があるよ。温度なしの方には、氷をたくさん入

れて、その中に浸けておく。温度ありの方は、そのま

まにしておけば、おおいをしなくても良さそう。

C4氷 は何時間かしたら、溶けてしまうからできないんじ

やないの。

C8や っぱりダメか。

冷蔵 庫 を使わず 、さらにおおい を しない とい う手

軽 さに 目をつ けて別 の方 法を考 え るアイ デア は評

価 に値 す る。子 ども らしい柔軟 な発 想力 を感 じた。

では、どうすれ ば良 いのですか。

温度 が低 い方の実 験 は、冷蔵 庫 に入れ れ ば良いと

思 う。

温 度 が 低 い 方 は 冷 蔵 庫 に 入 れ て 、もう1つ の

常 温 は、おおいが必 要 だと思 う。

何 で、おおいを被 せないといけないの?

冷 蔵 庫 自 体 が お お い に被 せ られ て い る か ら、

常 温 の 方 もお お い を被 せ て 、条 件 をそ ろ え な

いといけないから。

あ～ あ

おおいを被 せて置 かないと冷蔵 庫 は 日光 が当 たら

ないし、常 温 のものは 日光があたってしまうので条 件

が 変わ って しまう。

今 、変 えたいのは温 度 だけだから、他 は同 じにしない

といけない。

条件 を同じにしないといけないということです ね。

そういうことか。

日光あ り ・日光 な しにつ いて

C2日 光ありはそのままで、日光なしはおおいを被

せればいいだけですよね。

温度 あ りと温度 な しで十 分 に議 論 され てい るた

め、日光 あ り・日光 な しにつ いては、スムーズに話

が進 んだ。
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いろいろな水を与えることについて

発 芽す る条件 を探 究す るた めに、山の水 や 田んぼの

水 を 自主的 にもって きた子 どもがい た。そ こで、全

員 に紹介 した。

T他 にこんな風にいろいろな水を与えたい人はいます

か。

C3酸 性とアルカリ性でどう違うかをやってみたい。でも,

酸性ってどうやって手に入れるんですか。

Tお 酢なんかいいかも知れませんね。

実際は酸性にもう少 し手に入 りやすいレモン水、

アルカ リ性には石けん水を使って実験を計画 した。

このように、他の条件制御 とは少 し志向が異なる

が、いろいろな水溶液を与えて発芽の様子について

も、観察できるようにした。中には、食塩水と砂糖

水、足羽川 と日野川の水 といったように、比較でき

るようなサンプルを選ぶ班もあった。そのサンプル

を一覧にした。

1班 川の水 炭醸ホ

2班 田んぼo水 山oホ

ヨ班 川の水 *道 乖

4班 崖醸水 食塩ホ

E班 レEン 水 石 けん水

巳班 雨ホ 崖酸ホ

7班 食塩水 砂塘乖

日班 足羽川の水 日野川の水

各班のいろいろな水一覧

いろいろな水を含めて、7つ の条件について各班

ごとに発芽の様子を観察することになった。観察す

る実験サンプルがたくさんあるため、比較する入れ

物同士を色テープで止めて、観察 しやすいようにし

た。

また、育てて食べれ る植物をサンプルにしたいと

い う子どもたちの発意のもの、すべて植物は野菜を

取 り扱 った。1つ の班だけで7つ もの条件を観察し

なければな らないため、後にクロスグループを構成

し、他の野菜の発芽条件 を知る機会をつ くることを

伝 えた。また、観察はできるだけ、短時間でも容易

にできるように、教室横のオープンスペースを活用

してできるように工夫 した。

〒

授業中の観察は教室

r鱒 墨=乳 環 三ヂ 置写≠諺
7さ 、 、「

ゆwノ 、
h、

●罵 Ψ_/

み4.・ 糾 、'

護!`♂

㌧.!
の リ

レ1;団 剛 亙
`_曹 遭b嵐

7つ の条件 と止めた色テープ
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8)種子が発芽しちゃって、変だなあ?

各班ごとに自分の野菜の種子の観察に入った。す

ぐに発芽する種子やなかなか発芽 しない種子、す ぐ

に発芽す る条件やなかかな発芽 しない条件 な ど

様々であった。とにかく、データを収集するべ く毎

日発芽シー トに状況 を書き込んでいった。

授業中、発芽の様子を聞 くとある子 どもから発芽

すべきではない と思われ る種子か ら発芽 している

との報告があった。

C5

C6

C3

C4

C1

T

C2

T

空 気なしが発 芽 している。

空気 がないのは、発 芽 しないはずだ。

どうして、発 芽 してしまったのだろうか。

やっぱり、水 の 中に空 気 があってそれ で発 芽 してし

まったんじゃないの。

真 空パックでやれ ば、空 気 入 んないよ。

真 空パックだって少しは 空気 入 っているよ。

水 の中に空 気 がまだ入 っているから、水 を熱 するとい

い んじゃな いの 。そうす ると空 気 が逃 げていく。熱 し

た 水 を冷 まして 種 子 を入 れ て やってみ たらどうか

な。

他 に、よい方 法 はありませんか。

空 中 の 空 気 が、水 に溶 け るか も知 れ な い か ら、

ふたをす るとよいと思 います。

では 、次 の時 間 には ふ たをして 実 験 をしてみ ましょ

う。
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臨
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3鰯 見 く光}
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μ専
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発芽 シー ト

空気がないのは、発芽すべきでないとい う回答

は、教科書がどこかで知 り得たことなのであろ う。

しか し、現実にやってみ ると、自分が思っていたこ

ととのズレが生 じ、そこから課題が見えてきた。そ

の課題 を、子 どもたちとともにどうす るとクリアに

なるかを検討す る話 し合いになった。結果、蒸発さ

せた水にも う一度、種子を入れ、水で満たされたカ

ップに種子を入れふたを して、空気が入 らないよう

に して再実験を行った。

9)クロスセッションで他の野菜について知る

観察は、5月28日 か ら6月8日 まで毎 日続 けら

れて、発芽シー ト(通 称)に 発芽 していないものは

×、発芽 しているものは○と記入 されていった。発

見 したことや分かった こと、感 じた こともその都

度、書けるような欄 を用意 した。

発芽シー トがまとまった後、自分たちの野菜で伝

えたいこと、他の班から聞きたい ことを話 し合った。

また、伝えたいことと他の班から聞きたいこと、知

りたい ことについて発芽 と成長を分けて話 し合 う

ことを提案 した。2班 では、以下のようなことが話

し合われた。

2班(カ ボチ ャ)

伝 えたい こ と

発芽 一番最初に発芽 したのは

山の水、日光あり、肥料あり

一番最後に発芽したのは

田んぼの水、肥料なし

成長 一番成長したのは、肥料あり

種子 肥料なしが子葉についたまま成長 している

他 の班 か ら聞 きたい こと ・知 りた い こと

他の班とカボチャの成長と発芽のちがい

伝えたことや聞きたいことについて、他の野菜を

調べた班か らクロスセ ッシ ョンで、情報を得ること

ができた。収集 した他の班の発芽の様子は、発芽表

にまとめられた。
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発芽表にまとめるだけでなく、2班 に所属してい

るC7は 、他の班の情報を次のようにメモ していた。

【書畳畳コ]】回

1おフレザ 》はフレゼ}卜 一}五 看喜1ま廿畳 回

魯ネ由を臣 由て≡いた いことを崖め 尋 一・ ア ン〒ナ 疋 国

キヤ ツ チ.足 りなO、,た5本 や皐 ツ トτ 調・ぺ看,モO中

廿昏且Oす{'ヒ 〕曲舌 いたL、ことを1つ に由め 畳 コ

琶プレゼンで信起 ・融 ・転 ・結1≡μ → 結 論自、5話 すこと

右勃里的 ≡舌す順晋 在よ 一一一{考 え畳L二

【伝 晃畳ゴコ】 回

軸臣悟 は萱まな い 一}目 力 一目配Oキ ーワ ー ドだ廿 を

覚 えて即 興τ語す 旧

量プレぜンは鵬 トレ!疇 最 晴藷で六きな声で!ヨ

【見 世葛力 】 団

諸コリ 甥プ はポ スタ ー と同 じ!→ 史字は少 な く!匡

社 虫 創 生 プ ロ 菅#亭 ト科(仮)逓 信lO号 よ 融

3班(キ ャベツ班)

川の水は1日 で発芽

1班(ト マ ト班)

水あ り、温度あり、土なし、肥料あ り、

日光あ り、空気が一番最初に発芽

4班(は つか大根)

炭酸水4日 目発芽、食塩水5日 目発芽

全班 水あ りは発芽、水なしは発芽せず

土あ り、土な しは全班発芽

肥料あ り、な しは全班発芽

C7は 、1・3・4班 の子 たちの情報 しか得 るこ

とがで きないため、同 じ野菜 を調べ たエ キスパ ー ト

班 に戻 り、2・5・6・7・8班 の情報 を他 の メン

バーか ら集 め、発芽 には 「水」 「植 物 が好 む温度 」

「空気」が必要 ではないか とい う結 論 に達 した。そ

の時のC7の 省察 には、 「み んなの結果 か らこの3

つの条件 に しぼ りま した。ちゃん と発芽 に必要な条

件 が ある と知 りま した。 」 と記 され てい る。

10)プ レゼンテーションの仕方を考える

知 り得た情報を後期課程9年 生に紹介す るため

に、どのよ うに して伝えるかについて検討すること

になった。時を同じくし、今年度から取 り組んでい

る社会創生プロジェク トの学習の一環 として、一般

社団法人アルバ ・エデュの竹内氏からプレゼンテーシ

ョンに大切な3つ の力について教えてもらう機会が

あった。研究主任の1教 諭はその時の様子を社会創生

プログラム科(仮)通 信10号 で以下のようにまとめ

ている。

プ レゼンテーションの学習から、フリップで学習

した内容を伝えることを決めた。そして、9年 生に

どんなことを伝 えるとプ レゼン トになるかを検討

し、フ リップにまとめた。C7は 、主に発芽の定義

と発芽の条件について、他の野菜の発芽の様子を交

えてま とめた。

また、9年 生 と理科 ラウン ドテーブルをす る前に

プレゼ ンの練習 を個人で行っていたが、 目線を下

げ、原稿 を読み上げるシーンが多く見 られた。

今回の講義を聞き、目力 と目配 りで9年 生に伝 え

るため、またフリップが聞いている人にきちんと見

え、内容がよく分かるかをめあてに同じクラスの仲

間でプ レラウン ドテーブルを行 った。その中で、空

気な し(種 子を水につけたもの)が 、なぜ発芽す る

野菜があるかについて、9年 生に聞いてみようとい

う話題 になった。

11)理 科ラウンドテーブルで紹介し、

後期課程から学ぼう

同 じ生命分野 「生物の成長 と生殖」を学習 した後

期課程9年 生のコミュニティと意見交換 をするこ

とで、新 しい知識 を得 られることを期待 し、理科 ラ

ウン ドテーブルを開催 した。その時の一場面を1

教諭は社会創生プロジェク ト通信の中で、子 どもた

ちの中に入 りながら、以下のように見取ったことを

記録 している。
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1教諭

5年A

I教諭

空気ってどういうふうにありなしってした?

水の中に入れて空気に触れさせないようにしました。

何で発芽したんだろう?普 通空気なしって発芽しない
よね。

9年U考 えられるのは水の中に空気が含まれていたってこと
じゃないかな。

9年S(5年 生の記録用紙を見て)なんでほうれん草につい
て実験したの?

5年KO班 で相談して実験することになりました。
5年KI僕 らの班はやってないけど、他の班が調べてました。
9年S5年 生のとき何やっただろう… インゲン豆しか覚えて

ないや。自分たちがこれやりたいって言っていろんな

種類の種子の実験ができたの?
5年KO2人 がうなずく

5年KU

9年Sこ れ だけの種 類 を実験 できていいね 。

自 由にできるんだね 。

社会 創 生 プロジェクト科(仮)通 信12号 より一部 抜 粋

空気な しが発芽 していることに、9年 生のUは 、

「水の中に空気が入って しまっている」ことに触れ、

答えている。

弓 ム 五 「11
騨

T9年 生から種子が水の中の空気を得ていたとい

う話や小さい種 子の方が、空気なしでも発芽す

るんじゃないかと話があったんだけどどう?

C2普 通、大きい種子の方が栄養がたくさんあって発芽の

カがありそうだけど。

C5小 さい種子は水に浮いていたから、空気に触れ

てしまっていたのかも知れないです。

理科ラウン ドテーブル を終えて、省察 した結果、

クラス としての結論を出す ことができた。

町耀

、

廿「

ち

揃㌧り

隔 調1
姻卜 愉,

㌦ 襲
'叙 、

♪ ＼▲
・禰

理科 ラウン ドテー ブル

C7の 班 で も同 じテーマ で話 が行 われてい た。

C7発 芽に必要な条件は、水と植物が好む温度と空気だ

けど、空気なしでも発芽した種子があるんです。どうし

てか分かりません。

9年 発芽した種子は何ですか。

C7ト マト、はつか大根、オクラ、レタスです。

9年(そ れぞれの種子を見ながら)ひょっとしたら、種子の大

きさと関係しているのかも知れないね。

C7の 班では、種子の大きさと発芽 との関係 にっ

いて触れていた。確 かに、発芽 した種子は、8つ の

中では、どちらかとい うと小さい種子であった。

理科 ラウン ドテーブル を終えて、なぜ空気な し

で、発芽 したのかについて、9年 生からどのような

考えがあったかを発表 させた。

12)よ く成 長させるにはどこに植えかえるとよいか

発 芽の観 察 を終 え、苗 はプ ランタンに移植 され 、

成長 してい った植物 であ るが、これ を ここのままに

してお くにはい かない。も し、この植物 を学校 の ど

こかに植 えか えるのな ら、どこが 良いか とい う課題

を与えた。

Tプ ランターの野菜を植え替えるには、学校のどこが

いいかな。

C5畑 に植えるといいと思うよ。

あま りの即答 に、教師 の方 がびっ く りした。あま

りに、当た り前 の答 えだ った か らだ。 しか し、その

根拠 を引 き出 した く、次 の質問 に切 り替 えた。

T

C5

C2

C3

何 で、畑 に植 え替 えるといいと思いましたか。

肥 料 はいっぱいあるから。

南 側 のよく日が あたるところだから。

雨がよくあたる場 所 だから。

子 どもたちなりによく考え、根拠をもって答えて

くれていたことが分か り安心 した。それか ら、さら

に次のような質問も与えてみた。

T

C6

T

C6

T

C5

T

C2

Cl

C5

逆 に植 え替 えたら、ダメなところはどこだろう。

木 が多いところはダメだと思 います。

なぜ?

日陰 になるから養分 がとられ てしまうから

他 にどこかありませんか。

グラウンドはダメだと思 う

なんでだろう。

養 分 がないから

サ ッカーで踏 まれ たりするから

そっか 。畑 って、そう考 えるとい ろい ろ工 夫 され た

場 所 に作 られているんだね。
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C5の 最後の 「よく考えているんだな」とい う発

言は、この単元の学習の最後の言葉 になった。友達

の言葉を重ね重ね聞く上で、考えた彼の最終的な結

論 と受け止めた。協働で学ぶことの価値を、改めて

感 じされる言葉にも聞こえた。

皿.省 察

探究力リキュラムを通 して

新 学習指導要領 の特徴 として、コンテ ンツ ・べ一

ズ(知 識 ・技能)か らコン ピテ ンシー ・ベース(資

質 ・能力)へ の転換 が挙 げ られ る。それ を意識 しす

ぎた訳 ではないが、発芽 の定義には、かな りの時間

をか けす ぎた。コン ピテ ンシー ・べ 一スへ転換 した

として も、コンテ ンツ(知 識 ・技能)は 必要不可欠

で ある。今 後は、そ こを見極 めて、授業 を構 築 して

い く必要 がある。

また、同じ学年の友だちか ら率直な助言をもらうこ

とで、より洗練されたものにすることができた。後

期課程9年 生か らは、5年 生では気づかない新たな

知恵を与えて くれた。 「なぜ、空気がない状態でも

発芽 したのか」とい う疑問についての知恵が、いい

例であろう。

違 う学年の生徒に児童一人一人が発表 しなけれ

ばならない とい う責任感や緊張感が、一回 り子 ども

たちを大きくさせたように感 じた。

今後の展望

今回の単元では、クロスセ ッションと理科ラウン

ドテーブルでの協働探究の時間が確保 されていた。

様々なコンピテンシー(資 質 ・能力)は 、他者 と自

分の学んだ世界の知識 ・技能が絡まり合って構成 さ

れ る。つま り、知識 ・技能が 自己や他者にとってど

うい う意味があ るのかを問われている ときに資

質 ・能力が醸成 されるのである。今後も、このよう

な機会を作 りながら、子 どもたちの見方 ・考え方が

広がるように、9年 間の探究カ リキュラムを検討 し

ていきたい。
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